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「核のごみ」とは？

•「核のごみ」＝原発を稼働した結果発生する使用済み核燃料
を再処理する過程で発生する、高レベル放射性廃液をガラス
固化したもの。

•最終処分場は候補地すら決まっていない

原子力発電所

使用済み核燃料 再処理工場 ガラス固化体高レベル放射性
廃液

ウラン・プルトニウムを分離 ？？



廃液

ガラス
固化体

最終処分
地下300メートル以深
に埋める
候補地すら未定

中間貯蔵施設
むつ市でこの夏にも稼働予定
上関町でも計画

日本政府の方針では、原発
から出る使用済み核燃料は
全量再処理することになっ
ている

どこへ運び出す？



2017年7月
資源エネ庁が公表



交付金
最大20億円

交付金
最大70億円 「地域の意見を聴く」というけれど…

首長のみの判断
地域全体の合意形
成の仕組みはない



北海道・寿都町では

•寿都の片岡春雄町長が2020年8 月13 日に文献調査応募の意思
を表明。ほとんどの住民には知らされず

•「子どもたちに核のゴミのない寿都を！町民の会」反対署名運
動を行い住民投票を要求⇒町長は無視

•町長「肌感覚で賛成者が多いと感じている」

•地域の分断…「息苦しくなってしまった」「関係修復の出口が
見えない」と涙ながらに語る

高野聡「核のごみー文献調査と地域の苦悩」（福島の今とエネルギーの未
来2024）2024.3.15



長崎県・対馬市では

• 2023年6月に建設業界と商工会が調査推進の請願を市議会に提出

• 9月12日、市議会が調査推進の請願を10対8の賛成多数で採択

• 9月27日、比田勝市長は調査受け入れ拒否を表明

① 受け入れの是非をめぐって市民の分断が生じており合意形成が
不十分

② 風評被害が生じる恐れがある

③ 「文献調査」だけにとどめることは無理

④ 安全性や事故時の対応の不備

⑤ 地震などの想定外の要因による安全性への不安



地質学者ら300 人余が
核のごみ処分地について声明公表
「日本に適地はない」

• 2023年10月30日付

•「火山国とも地震国とも言われる日本は、地殻変動が極めて活
発」

•「世界最大級の変動帯の日本において、今後 10 万年ものあい
だ、核のゴミを安定的に保存できる場所を選定できないことは
地球科学を学ぶ者にとっては、容易に理解できること」



核のごみの欺瞞と矛盾

• 「核燃料サイクル」の全体像が破綻

• すべてのルートが行き止まりにもかかわらず、放射性廃棄物を生み出し
続けている
⇒放射性廃棄物をこれ以上増やすべきではない

• 過疎に悩む地域の弱みにつけこみ、「札束で頬をはたく」やり口で核ご
みを受け入れさせようとしている

• 国策を受け入れるか否で、過疎問題・地域活性化対策に、差をつけるべ
きではない

• 社会的な合意プロセスがないまま、首長や一部の人々の密室のやりとり
で、文献調査が決まる

• 「地域の意見を聴く」とは演出のみ

• 核のごみのリスクは地域へ

• 地域コミュニティの分断など、新たな被害の発生





廃液

ガラス
固化体

最終処分
地下300メートル以深
に埋める
候補地すら未定

中間貯蔵施設
むつ市でこの夏にも稼働予定
上関町でも計画

日本政府の方針では、原発
から出る使用済み核燃料は
全量再処理することになっ
ている

どこへ運び出す？



核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会


